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パフォーマンス評価の考え方と進め方

―資質・能力をどう育成するか―
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「ຊʹ͓͚Δੈ࣍ରԠڭܕҭϞσϧͷڀݚ։ൃ」プロジェクト
平成29年度文部科学省機能強化経費「機能強化促進分対象事業」

一橋講堂
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会場

ओ࠵ɹ東京学芸大学次世代教育研究推進機構
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ԉɹ東京都教育委員会ޙ
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౦ژ学ܳ大学ɹੈ࣍ڭҭڀݚਪਐࣄߏػہ
5FMɿ042-329-7924
ϝʔϧɿKJTFEBJ!V�HBLVHFJ�BD�KQ
ϗʔϜϖʔδɿIUUQ���XXX�V�HBLVHFJ�BD�KQ�dKJTFEBJ

21世紀のコンピテンシーを
育成するための

指導・学習・評価のあり方とは?
ʕ0&$%ͱͷڠಇʹΑΔࢦಋ・ֶ शϞσϧͱ৽͍͠ධՁํ๏ͷ࣮ࡍʕ

東　京　学　芸　大　学
次 世 代 教 育 研 究 推 進 機 構ʢ/(&ʣ

シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム

プロジェクトでは、OECDが注目する知識、汎用的スキル
と態度・価値の３つの力を、小中学校でどのように育成す
るかの指導・学習モデルの開発を進め、同時にその評価
方法の実際も明らかにしました。今年度でプロジェクトが
終了となります。この機会に、今回のシンポジウムでは、
多くの専門家の皆様にプロジェクトの成果と今後の展開に
ついてご意見・ご指導を賜りたく存じます。
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参加無料
参加申込みはWebから行います。
対象者： 学校教員／教育委員会関係者／大学関係者

参加
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首都高速道路

学術総合センター内
一橋大学一橋講堂

竹 橋 駅

神保町駅神保町駅

パレスサイドビル（1b出口）●パレスサイドビル（1b出口）●

九段下駅九段下駅

　東京パークタワー
●（A9 出口）
　東京パークタワー
●（A9 出口）

〒101-8439　東京都千代田区一ツ橋2-1-2　学術総合センター内
■東京メトロ半蔵門線、都営三田線、都営新宿線 …… 神保町駅（A8・A9出口）徒歩4分
■東京メトロ東西線 ……………………………………… 竹橋駅（1b出口）徒歩4分
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21世紀のコンピテンシー育成のためのオンライン動画サービス

「��$P%0.P4」デモンストレーション
宮澤芳光（東京学ܳେ学ॿڭ） 中野幸夫（東京学ܳେ学।ڭत） 宮内卓也（東京学ܳେ学।ڭत）

ୈ�ճ

同時通訳あり

ロ　ビ　ー　に　て　公　開



プ　ロ　グ　ラ　ム
શମ౷ׅ࢘ձɿాࢁҰඒ（東京学ܳେ学ڭतʗϓϩδΣクτ౷ׅڭһɿඒज़Պڭҭ）

ୈç̍ç෦ ։ɹձɹѫɹࡰ

10：20 ▼  10：30
開会挨拶	 ग़ޱརఆ（東京学ܳେ学）

プロジェクトの取組と活動概要	 （ҭڭһɿඒज़ՊڭतʗϓϩδΣクτ౷ׅڭ東京学ܳେ学）Ұඒాࢁ

ୈç̎ç෦ ͜Ε͔ΒͷධՁͷ͋ΓํΛఏҊ͢Δ

10：30
▼

12：30

（तɿೝ৺ཧڭ東京学ܳେ学।）༟وޱɿؔߦձਐ࢘

講　　演　パフォーマンス評価の考え方と進め方 ―資質・能力をどう育成するか―
 西岡加名恵ʤ京都େ学େ学Ӄڭҭ学ڀݚՊڭतɿڭҭධՁʥ

成果報告
1．資質・能力評価の現状と課題 ؔوޱ༟（東京学ܳେ学।ڭतɿೝ৺ཧ）

2．学習者中心の資質・能力と形成的評価を促す ֿҪ๕໌（東京学ܳେ学।ڭतɿڭҭ৺ཧ）

　　ルーブリックについての提案 జɹ୩৺（ླྀٿେ学ڭҭ学෦講ࢣɿڭҭධՁ）

（学ҭڭɿڭ東京学ܳେ学ॿ）ᖒ๕ޫٶ  

3．ICTを活用した評価法の実際 ຊ߁（東京学ܳେ学ڭतɿڭҭ学）

4．新しい評価方法の工夫：特別の教科　道徳 Ӭాൟ༤（東京学ܳେ学ڭतɿಓಙڭҭ）

  দඌത（東京学ܳେ学।ڭतɿྟচ৺ཧ）

5．新しい評価方法の工夫：特別活動 ਿ৳٢（東京学ܳେ学ڭतɿࣾ会৺ཧ）

  ྛɹঘࣔ（東京学ܳେ学।ڭतɿಛผ׆ಈ）

6．成果へのコメント ԬՃ໊ܙ（京都େ学େ学Ӄڭҭ学ڀݚՊڭतɿڭҭධՁ）

12：30 ▼  13：30 休　　憩

ୈç̏ç෦ ɹ೦ɹ講ɹԋه

13：30 ▼  14：10
記念講演　From	Global	Competence	to	National	Success	（仮題）

Andreas SCHLEICHER（アンドレアス・シュライヒャー）ʤྗڠࡁܦ։ൃڭ（%$&0）ߏػҭɾスΩルہʥ

14：10 ▼  14：20 休　　憩

ୈç̐ç෦ ৽͍͠तۀͷ͋ΓํΛఏҊ͢Δ

14：20
▼

16：00

1．活動の経緯と成果 ాחਖ਼༟（東京学ܳେ学ڭतɿཧՊڭҭ）

2．資質・能力をとらえる ฑຊ݈ଠ（東京学ܳେ学講ࢣɿڭҭ৺ཧ）

3．授業実践事例
ʲ༰հʳ ʲ݁Ռհʳ

●	社会 ্Ԃӻ࢙（東京学ܳେ学ෟଐૣத学ڭߍ་） （ҭڭतɿࣾ会Պڭ東京学ܳେ学）߶Ҫਖ਼ߥ

●	体育 ୩ඦ߹߳（東京学ܳେ学ෟଐੈ田୩த学ڭߍ་） ླɹ૱（東京学ܳେ学।ڭतɿମҭՊڭҭ）

●	家庭 ٠ӳ໌（東京学ܳେ学ෟଐ国ࡍதڭҭ学ڭߍ་） ౻ాஐࢠ（東京学ܳେ学।ڭतɿՈఉՊڭҭ）

4．教科をこえた資質・能力のつながり ଜ℄ߦ（東京学ܳେ学।ڭतɿඒज़Պڭҭ）

5．資質・能力を育成する手立て ࡉଠี（東京学ܳେ学।ڭतɿ国ޠՊڭҭ）

16：00 ▼  16：15 休　　憩

ୈç̑ç෦ શɹମɹ౼ɹ

16：15
▼

17：25

ディスカッション（21世紀のコンピテンシーを育成するための指導・学習・評価のあり方とは？）
	 ౼ऀ ా۽ඒอʤྗڠࡁܦ։ൃ（%$&0）ߏػγχΞΞφϦスτʥ

	 	 ಸਢਖ਼༟ʤ্ஐେ学૯߹ਓؒՊ学෦ڭतɿڭҭํ๏ʥ

	 	 ԬՃ໊ܙʤ京都େ学େ学Ӄڭҭ学ڀݚՊڭतɿڭҭධՁʥ

	 	 ฏຊਖ਼ଇʤԣࢢ立ඌத学ߍʥ	 （��Իॱ）
	 ҭ৺ཧʥڭत　ϓϩδΣクτϦーμーɿڭɹɹֶʤ東京学ܳେ学ಛ໋؛ 会　࢘

17：25 ▼  17：30 閉会挨拶	 দాࣔܙ（東京学ܳେ学෭学）

ɹΈɹํɹ๏ɹࠐɹՃɹਃɹࢀ

ਃࠐΈํ๏   ホームページ（http://www.u-gakugei.ac.jp/~jisedai）ͷʮγϯϙδϜਃࠐΈϑΥーϜʯ͔Βɺ
  平成30年2月末日·Ͱʹ͓ਃࠐΈ͘ ͍ͩ͞ɻ͓ਃ͠ࠐΈॱʹ͓ड͚ ·͕͢͠ɺఆһʹୡͨ͠߹͓அり͢Δ ͱ͕͜ り͋· ɻ͢
ఆɹɹһ  約450 名� ※シンポジウムの様子を広報用として撮影します。参加者の皆様には、ご理解とご協力をお願いします。




